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市立敦賀病院総合健診センター改修業務公募型プロポーザル募集要項 
 
１ 業務の趣旨及び目的 
  この要領は、「市立敦賀病院総合健診センター改修業務」（以下「本業務」という。）の実施

にあたり、各提案事業者の業務遂行に関しての知見、技術、経験等を見極め、本業務に最も

適した事業者を優先交渉権者として選定する手続等について、必要な事項を定めるものとす

る。 
 
２ 公募概要 

(1) 業務名 
   市立敦賀病院総合健診センター改修業務 

(2) 業務目的 
本業務は、閉鎖した病床等を活用し、更衣室及び待合室を整備するとともに、エレベー

タ前スペースに受付機能を新設することにより、総合健診センターの利便性・快適性の改

善を図ることを目的とする。 
(3) 業務内容 

    別紙「市立敦賀病院総合健診センター改修業務要求水準書」のとおり 
(4) 業務履行期間 

    契約締結の日から令和９年２月２８日まで 
(5) 業者選定方法 

    本業務は、提案内容を総合的に評価して最適な事業者を選定する公募型プロポーザル方

式により実施する。 
(6) 提案上限額 

    本件における提案上限金額は、２０，４０３，２３０円（消費税及び地方消費税を除

く。）以内とする。 
    ただし、この金額は予定価格を示すものではない。 
 
３ 参加資格要件 
  本プロポーザルに参加できる者は、以下の要件をすべて満たすものとする。 

(1) 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当しない者で

あること。 
(2) 令和７・８年度敦賀市競争入札参加資格者名簿に登録されていること。 
(3) 福井県及び敦賀市において指名停止期間中の者でないこと。 
(4) 民事再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づき再生手続開始の申立てがなされてい

る者でないこと。ただし、再生手続開始の決定を受けた者を除く。 
(5) 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づき更生手続開始の申立てがなされてい

る者でないこと。ただし、更生手続開始の決定を受けた者を除く。 
(6) 集団的及び常習的に暴力的不法行為等を行うおそれがある者でないこと。 
(7) 無差別大量殺人行為を行った団体の規制に関する法律（平成１１年法律第１４７号）に

基づく処分を受けている、又は過去に受けたことがある団体等でないこと。 
(8) 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第２

号に規定する暴力団若しくはそれらの利益となる活動を行う者又は同法同条第６号に規

定する暴力団員が役員就任や経営関与等を行っている法人等でないこと。 
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(9) ⑹又は⑺に掲げる者から委託を受けた者でないこと。 
(10) 建設業法に基づく建築工事業又は内装仕上工事業の許可（国土交通大臣許可又は福井県

知事許可）を有すること。 
(11) 医療施設又は公共施設の内部改修工事の実績を有すること。 
(12) 1 級又は 2 級建築士、又は建築施工管理技士を配置できること。なお、当該技術者は、

提案事業者（元請業者）と直接的かつ恒常的な雇用関係（所属社員）にある者に限るも

のとし、下請負者や派遣労働者等の配置は認めない。また、配置予定技術者は、施工管

理責任者としての役割を十分に果たせる体制を構築すること。 
(13) 稼働中施設での修繕に対応できる施工体制を有すること。 
(14) 騒音・粉塵対策や安全性に配慮した施工計画を立案できること。 

 
４ スケジュール 

内  容 日  程 

公募及び募集要項配布開始 令和 8 年 8 月 5日(水曜) 

質問書・参加申請書の受付締切 令和 8 年 8 月 19 日(水曜) 午後 5時まで 

質問書に対する回答期限 令和 8 年 8 月 25 日(火曜) 

企画提案書等の提出期限 令和 8 年 9 月 4日（金曜) 午後 5時まで 

企画提案書の審査 

（プレゼンテーション及びヒアリング） 
令和 8 年 9 月中旬～下旬 

審査結果通知 令和 8 年 9 月下旬 

 
５ 参加申込書、企画提案書等の提出書類及び提出方法 

（1）提出書類 
①参加申込関係書類  

ア 参加申請書 
（様式第１号） 
・本募集要項の３の参加資格要件について、該

当及び非該当を申告すること。 
イ 会社概要 （様式第２号） 

ウ 業務実績調書 
（様式第３号） 
・様式に記載の業務について実績があれば記載

すること。 

エ 技術者配置計画書 
（様式第４号） 
・本募集要項の３(12)の要件に該当する技術者

の配置予定について記載すること。 
オ 建設業法に基づく建築工事業又は内

装仕上工事業の許可通知書の写し 
・本募集要項の３(10)の要件に該当することを

証する書類の写しを提出すること 
カ 法人登記事項証明書  

キ 決算報告書等 ・直近の決算報告書の写し又はこれに類する書

類 
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②企画提案関係書類  

ク 企画提案書 

（様式第５号） 
・企画提案書（様式第５号）は、以下の章立て

により作成すること。なお、様式は任意とする

が、番号及びタイトルは記載すること。 
・図面・パース図等（ケ～テ）を各章の該当箇

所に挿入するか、別紙とするかは任意とする。 
１ 提案概要： 

本改修の基本方針、改善効果、全体コンセ

プトを簡潔に示すこと。 
２ レイアウト案： 

更衣室・待合室・受付の配置計画、内装デ

ザイン、設備計画等を図面・パース等で示す

こと。 
３ 工程計画： 

稼働中施設への配慮（騒音・粉塵・感染対

策等）を含め、工期と作業手順を示すこと。 
４ 安全管理計画： 

施工中の安全確保（養生、作業区画、医療

ガス撤去等）に関する計画を示すこと。 
５ 見積根拠： 

修繕費・備品費の内訳、単価根拠、加点項

目（貼替）の費用根拠を明示すること。 

ケ 平面図・レイアウト案 （任意様式）（改修前・改修後） 
・備品の設置も含めたものとすること。 

コ 内装デザイン案 （任意様式）パース含む 

サ 設備図 （任意様式）電気・給排水 

シ 仕上表・建具表 （任意様式）材質、メーカー、品番等 

ス 工程表 （任意様式） 

セ 施工体制表 （任意様式）技術者の配置を含む 

ソ 見積書 （様式第６号） 

タ 見積内訳書 （任意様式） 

チ 診療・健診事業継続への配慮計画 （任意様式）騒音・粉じん・動線・作業時間帯

の調整 
ツ 既存フロアタイルカーペット貼替の

提案（加点項目） （任意様式）提案する場合は提出 

テ ツに係る見積書 （任意様式）提案上限額を超える場合 
  ※本募集要項８の評価内容欄の各項目の内容をどのように満たしているかということにつ

いて、②企画提案関係書類中で明示するほか、プレゼンテーションにおいて説明するこ

と。 
  ※加点項目（既存フロアタイルカーペット貼替）の提案を行う場合は、企画提案書（様式

第５号）にその内容を明示すること。また、見積書の提出にあたっては、別紙「要求水

準書 4-7」に定めるルールに従い、貼替費用を含めた金額が提案上限額を超える場合

は、本体修繕分とは別に「別枠見積書（任意様式）」を必ず分けて提出すること。 
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(2) 提出部数 上記(1)①ア～キは各１部、②ク～テは各８部（正本１部、副本７部）提出す

ること。 
(3) 提出期限 ①参加申請書  令和８年８月１９日（水曜）午後５時まで 

②企画提案書等 令和８年９月 ４ 日（金曜）午後５時まで 
(4) 提出先  「13 担当部署」に同じ。 
(5) 提出方法 

  ・持参又は郵送 
・持参の場合は、 土曜日、日曜日及び祝日を除く、午前８時３０分から午後５時までの間

とする。 
  ・郵送の場合は、 書留郵便で提出期限までに到着したものに限る。 
 
６ 質問の受付及び回答 

(1) 提出様式 質問書（様式第７号） 
(2) 受付期間 公告日から令和８年８月１９日（水曜） 午後５時まで 
(3) 提出先  「13 担当部署」に同じ。 
(4) 提出方法 電子メール（「13 担当部署」のメールアドレスに同じ。） 

※タイトルは「【総合健診センター改修業務質疑】（事業者名）」とする こ

と。 
(5) 回答   令和８年８月２５日（火曜）までに市立敦賀病院ホームページで公開する。 

質問者に対しては、質問書を提出したメールアドレスに回答を送付する。な

お、質問に対する回答は、本要項及び要求水準書を補足する。 
 
７ 現地確認 
(1) 期間：公募開始日 ～ 令和８年８月２４日（月）まで 
(2) 人数：参加人数は問いません。 

 ※現地確認を希望する者は事前に「13 担当部署」に連絡調整の上、現地確認を行うこと 
 
８ 企画提案のプレゼンテーションの実施 

提出された提案書をもとにプレゼンテーション及びヒアリングを実施する。なお、詳細に

ついては参加表明書等を提出した者に対し、後日通知する。 
(1) 実施日  令和８年９月中旬～下旬予定 
(2) 場 所  市立敦賀病院東診療棟４階 第１会議室 
(3) 持ち時間 ３０分（企画提案内容の説明２０分、質疑応答１０分） 
       ※プレゼンテーションの構成及び時間配分の目安は以下のとおりとする。 

・提案概要（5 分） 
・レイアウト案（12 分） 
・工程・安全管理（3 分） 
・質疑応答（10 分） 
※説明する際は、企画提案書に沿い、図面等の資料と合わせて説明するこ

と。 
(4) その他  審査会当日は、プロジェクター及びスクリーンのみ準備する。パソコンその

他のものが説明に必要な場合は、参加事業者が準備すること。また、指定時
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間に遅れた場合は失格とする。 
 
９ 企画提案の審査方法等 

審査は、応募者から提出された提案書及びプレゼンテーション、ヒアリングの内容を参考

に、下記の評価項目と配点に基づき審査員が点数評価し、審議の上で優先交渉権者を選定す

る。 
 
 評価項目と配点（合計２０５点満点 ※加点がある場合は＋１５点） 
項  目（評価点） 評価観点 内  容 

① 計画の妥当性

（60 点） 

空間構成 更衣室・待合室・受付の配置が合理的で、健診業務

に適しているか 
要求性能の達成

度 
要求水準書に示した性能（セキュリティ、内装、設

備、女性や高齢者等への配慮等）を満たしているか 

実現可能性 現場条件（面積・設備・構造）に適合し、実現可能

な計画か 

② デザイン性 
（60 点） 

内装デザイン 壁・床・天井の色調、素材選定が適切で、快適性・

清潔感・安心感があるか 

サイン計画 表示が見やすく、統一感があり、利用者が迷わない

工夫があるか 

パース表現 空間イメージやコンセプトが明確で、完成後の姿が

具体的に理解できるか 

③ コストの妥当性 
（45 点） 

修繕費 市場価格と比較して妥当か 

コスト意識 過剰仕様がなく、適切な材料・工法を選定している

か 

効率性 コストと効果のバランスが取れているか 

④ 工期・工程管理

（20 点） 

工期の現実性 稼働中の病院で実現可能な工期か 

工程管理 騒音・粉塵対策や安全性を考慮した工程計画になっ

ているか 

運用継続 健診業務を止めずに修繕できる計画か 

⑤ 実績・体制 
（20 点） 

医療施設等実績 医療施設や公共施設の内部改修実績があるか 

技術者の能力 建築士・施工管理技士などの配置が適切か 

施工体制 稼働中修繕に対応できる体制か 

⑥加点項目：既存

フロアタイルカー

ペット貼替の提案 
（+15 点） 

費用の透明性 材料費・施工費・撤去費などの内訳が明確か 

合理性 提案の範囲や仕様内容が合理的なものとなっている

か 

協議の明示 上限額を超過する場合の協議方針が明示されている

か 
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10 契約締結について 

(1) 契約の締結は、本プロポーザルで選定された者を優先交渉権者とし、契約内容及び見積

金額に係る協議を行い（提案書の趣旨を逸脱しない範囲内で内容変更等を含む）協議が整

い次第、見積徴収を行い地方自治法施行令第 167 条の 2 第 2 項に定める随意契約の方法

で修繕契約を締結する。 
(2) 辞退その他の理由により優先交渉者と契約ができない場合は、次点の契約候補者との契

約の交渉を行う。 
(3) 本プロポーザルは、随意契約の優先交渉権者を選定するものであり、契約の締結を保証

するものではない。 
(4) 本プロポーザルにおいて優先交渉権者となった事業者の企画提案の内容を基本として、

必要に応じて追加、変更等の調整を行い、最終的な仕様を定めるものとする。 
 

11 添付資料 
・要求水準書 
・既存平面図、既存平面詳細図 
・既存設備図（電気設備・衛生設備・医療ガス設備） 
・面積表 

 
12 その他留意事項 

(1)本プロポーザル参加のための費用一式は、応募者の負担とする。 
(2)本件に係る提出書類の一切は返却しないものとし、本件審査以外の目的で応募者に無断で

使用しないものとする。ただし、敦賀市情報公開条例（平成 11 年敦賀市条例第 14 号）

に基づく請求がなされた場合は公開されることがある。 
(3)提案書等の提出後は、加筆、修正又は差し替えは認めない。 
(4)応募者が１社のみであっても、「 ３ 参加資格要件」を満たす者であれば、本プロ 
ポーザルを実施するものとし、総合評価点が１２０点以上である場合には、優先交渉権者

として選定する。１２０点未満の場合は、当該提案者を選定しないことがある。 
 (5)旧器材室の空調設備設置修繕については別契約で実施予定 
 
13 担当部署 
  市立敦賀病院医療サービス課  
  〒914-8502  福井県敦賀市三島町１丁目６番６０号 
  電話 0770-21-1131 
  FAX 0770-22-1999 
  Mail b-iji@ton21.ne.jp 


